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令和２年７月２１日 

 

昭島市長 

 臼井 伸介 殿 

公明党昭島市議団 

団長 赤沼 泰雄 

 

新型コロナウイルス感染対策に関する緊急要望 

 

昨日から「昭島さきめし応援プロジェクト」がスタートしたのをはじめ、市内

事業者応援金や家賃支援金など、令和２年度昭島市一般会計補正予算（第３号、

第４号）で成立した施策が、市内事業者のもとに届き始めております。 

市長を先頭に、理事者の皆様、市職員の皆様におかれては、私たち公明党昭島

市議団に寄せられた市民の皆様の声を真摯に受け止めていただき、限られた財源

の中で、昭島市民にとってより効果的、効率的な施策として取り組んで頂いてい

ることに、心より御礼申し上げます。 

しかしながら、都内の一日当たりの新規感染者数は 12 日連続で 100 人を超えて

おり、市民の誰もがいつどこで感染するとも限らない、言い知れぬ不安を抱えな

がらの日常生活を送っております。 

その様な不安を少しでも取り除き、希望を見出していただくために、以下の事

を要望致します。 

 
記 

 

【最重点項目】 

一、4月 27 日以降に生まれた子どもに、特別定額給付金を支給すること。 

 

一、コロナ禍における受験生を支援する観点から、中学 3年生・高校 3年生と 

その家族に対する、インフルエンザ予防接種費用助成事業を創設すること。 

 

一、市内事業者の応援のため、プレミアム商品券を発行すること。また、参加店 

舗の拡充策や利用者への還元策も視野に入れ、「昭島さきめし応援プロジェク 

ト」の更なる拡充に努めること。 

 

一、非常事態宣言からのごみの排出量の増加や、高額なマスクや消毒液の購入等 

に対応しながら市民生活を支えてきたゴミ収集業者に対する補助を行うこと。 
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【経済対策】 

一、医療従事者への慰労金交付事業を創設すること。 

 

一、支援を求める事業者の手続きが早くできるように、税理士、司法書士、行政 

書士の利用料金の補助制度を設けること。 

 

一、休業や失業している人への IT 教育の支援や、事業者への IT 投資を支援する 

こと。 

 

一、市内の経済支援の要である商工会に、人的支援や財政的支援をすること。 

 

一、セーフテーネット保証 4 号、5号、危機関連保証を利用した事業者の応援金に 

ついて、郵送にて周知すること。 

 

一、新生活様式に対応した新規ビジネスや、新たな取り組みを立ち上げる市内業 

者へ、その規模に応じた助成制度を創設すること。 

 

 

【医療対策】 

一、現在行われている、医者が診断して保健所と市独自の検査センターへの紹介 

による PCR 検査の実施について、無症状や濃厚接触者ではないと判断された 

場合でも、不安な市民に対しては、一定の条件のもと、市の判断によって PCR 

検査が出来る体制に拡充すること。 

 

一、クラスターの発生リスクが高い高齢者施設、学校、保育園等に感染症対策を 

さらに拡充すること。 

 

一、コロナ禍において、医療崩壊を防ぐために、インフルエンザワクチン接種の 

半額助成制度を全額助成へと変更すること。また、その対象年齢を拡充する 

こと。 

 

 

【その他】 

一、米軍に対して、横田基地内における感染対策の強化と情報提供を求め、市民 

に対しては積極的に情報提供を行うこと。 

 

一、第 2波を想定し、通勤電車や事務所の三密をさけるため、時差出勤や、テレ 

ワーク、交代勤務等を、市が再度率先して実行すること。 
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一、市民の不安解消と効果的な感染防止対策を行う観点から、東京都に対して感 

染者の更なる情報開示求めるとともに、市民に対しては積極的に情報提供を 

行うこと。 

 

一、小中学校の衛生対策として、水栓ハンドルを非接触型、あるいはレバー式へ 

と交換し、消毒液生成装置の導入などを図ること。 

 

一、学校や保育園等、子ども関連施設における、教職員等の消毒作業の負担軽減 

を図ること。 

 

 

 

以上 

 


